


⑤ 大型掘立柱建物 （復元）

高さ14.7ｍの建物として復元していま
す。覆屋内では検出された柱穴を見学す
ることができます。

⑥ 子供の墓 （埋設土器）

覆屋内では、
埋設土器の実物
を見学すること
ができます。

⑦ 北盛土

盛土に埋もれている多量の土器の出土
状態を、実物で見学することができます。

⑧ 北の谷 （泥炭層）

③ 南盛土

覆屋
おおいや

内では盛
土の断面の実物
が見学できます。
約1000年かけて
積み重ねられた
歴史の厚みを感
じることができ
ます。

① 環状配石墓

② 道路跡

⑩ 大人の墓 （土坑墓）

長さ約２ｍの細長い墓穴で、
成人を埋葬した遺構です。道路
を挟んで列状に並びます。

④ 大型竪穴住居（復元）

復元したものは長さ32ｍで、
11軒見つかった大型竪穴住居跡
のうち最大のものです。

⑨ 掘立柱建物 （復元）

高床式建物として３棟を復元し
ています。

⑪ 竪穴住居 (復元)

上
うわ

屋
や

は、茅葺
ふ

き、樹皮葺き、
土葺きの３種類の復元をしてい
ます。

縄文時遊館
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遺跡は、青森県にある縄文時代の拠点

集落跡です。

これまでの発掘調査で縄文時代前期中葉から中

期末（約5500年前～4000年前）の大集落跡や平安

時代の集落跡（約1000年前）、中世末（約400年前）

の城館
じょうかん

跡の一部が見つかっています。

特に、縄文時代の大集落跡からは、たくさんの

竪穴住居跡、掘立柱建物跡、大量の遺物が捨てら

れた谷（泥
でい

炭
たん

層
そう

）、大規模な盛
もり

土
ど

、大人の墓、子

供の墓、土器作りのための粘土採掘穴、貯蔵穴な

どが見つかりました。

谷から見つかった動物や魚の骨、植物の種子や

花粉からは、当時の自然環境や食生活などを具体

的に知ることができます。

また、ヒスイやコハク、黒曜石は遠方との交流

を、漆器
しっき

は専門的な技術を持った人がいたことを

物語ります。

このように、三内丸山遺跡は、縄文時代の人々

の生活を具体的に知ることができる貴重な遺跡と

して、2000年には国の特別史跡に指定されました。

また、2003年には出土遺物1,958点が重要文化財

に指定されました。

青森県では、縄文時代の「むら」を体感できる

公園として、三内丸山遺跡の整備を進めています。



① 環状配石墓【中期後葉】

周りを石で囲った大人の墓。南西側
の道路跡に沿って並びます。

② 道路跡【中期中葉～後葉】

集落の東側と南西側につくられ
ました。地面を５～14ｍの幅で掘
削してつくられ、両側には墓が並
びます。

⑨ 掘立柱建物跡【中期中葉】

地面に柱穴を掘り、そこに柱を立てて屋根を支
えた建物跡で、６本の柱穴が長方形に並びます。

⑪ 竪穴住居跡【写真は中期初頭のもの】

円形や楕円形に地
面を掘り込んで床を
作り、中央には炉が
あります。床の形、
柱配置などには時期
毎の特徴もみられま
す。

③ 南盛土【中期初頭～後葉】

廃棄物などを積み
重ね、約1000年間で
小山のようになりま
した。中から大量の
土器、石器の他に、
土偶やヒスイ製の玉
なども出土しまし
た。

④ 大型竪穴住居跡

写真は前期末葉のもので、長さ15ｍ、
幅10ｍ。途中で建物を拡張した痕跡が
あります。

⑤ 大型掘立柱建物跡 【中期後葉】

写真は三内丸山遺跡の掘立柱建物の中
で最大規模のもの。柱には直径１ｍのク
リ材を使っていました。

⑥ 子供の墓 （埋設土器）

写真は中期前葉
のもの。口や底を
打ち欠いたりした
土器に子供の遺体
を入れて埋葬した
ようです。住居の
近くに多くつくら
れました。

⑦ 北盛土【中期初頭～後葉】

多量の土器・石
器が、多量の土と
共に積まれた場所
です。厚さ２ｍを
超え、全体が小高
い丘となっていま
す。

⑧北の谷（泥炭層）

集落北側の谷地形を、縄
文時代前期中葉～前期末葉
に大規模な捨て場として使
用しています。泥炭層が形
成され、有機質の遺物が多
量に出土しました。当時の
環境・食生活などの貴重な
情報を得られる地点です。

三内丸山遺跡に関する最も古い記録は江
戸時代のものです。三河出身の紀行家、菅
江真澄が三内を訪れ、土器や土偶のスケッ
チをのこしています。
1953年から1967年にかけて、慶応義塾大

学や青森市教育委員会などによる発掘調査
が行われました。1976年・1987年にも青森
県教育委員会や青森市教育委員会が南側の
一部を発掘調査しています。

1992年から始まった県営野球場建設に
先立つ発掘調査で、前例のない巨大な集
落跡が姿をあらわし、膨大な量の土器や
石器、土偶などが出土しました。
1994年６月には、直径約1メートルの

クリの巨木を使った縄文時代中期の大型
掘立柱建物跡が発見されました。遺跡の
保存を求める世論の高まる中で、同年8
月に青森県は遺跡の重要性を考慮し、途

中まで進めていた野球場の建設工事を中
止し、遺跡の永久保存と活用を決定しま
した。その後、遺跡は遺構・遺物の保護
のために埋め戻され、整備が進められて
います。
保存決定後も、2004年までに第１次～

第28次調査が行われ、遺跡全体の約40％
の確認調査が行われています。

発掘調査の歴史
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4230±4014C  bp 

4170±4014C  bp 

4220±5014C  bp 

4180±4014C  bp 

4300±4014C  bp

環 境 食 料

三内丸山遺跡は八甲田山に連なる台地の縁

に位置し、標高は約20mです。集落のすぐ北

側には沖館川が流れています。

花粉分析の結果から、集落ができる前に広

がっていたナラ類やブナの林が、居住が開始

されると急激にクルミ属、さらにはクリ林に

とってかわったことがわかりました。これは

自然な植生の変化ではなく、人の手によって

クリ林が作られたことを示すものである、と

指摘されています。花粉だけではなく、谷な

どからは廃棄されたクリの果皮が大量に出土

し、クリが重要な食料であったこともわかり

ます。また、建物の柱や道具もクリで作られ

ていました。さらに、燃料としても多量に使

用されており、三内丸山の人々にとってクリ

は重要な植物であったことがわかってきまし

た。

三内丸山遺跡では主に２箇所の低地から出

土した資料をもとに、花粉分析以外にも菌

類・藻類・植物珪
けい

酸
さん

体・種実類・木材・植物

のDNA・魚骨・動物骨・昆虫・寄生虫の分

析等が行われ、自然に対して積極的に働きか

けていた縄文時代の人々の姿が明らかになっ

ています。

低湿地からは動物の骨や植物の種子が大量

に出土しています。

動物ではノウサギ、ムササビなどが多く、

シカ、イノシシなどの大型獣が少ないのが三

内丸山遺跡の特徴です。クジラ、アシカなど

の海獣の骨も見つかっています。

鳥類ではガン・カモ類の骨が多く見つかっ

ています。

魚類ではブリやサメの椎骨が目立ちます

が、生息環境や漁獲時期が異なる多種多様な

魚種が含まれており、縄文人の漁労活動に関

する知識の豊富さをうかがうことができま

す。毒への対処を必要とするフグの骨も見つ

かっています。

土壌を水洗選別したところヤマブドウ、サ

ルナシなど植物の種子も多量に検出されまし

た。特に注目されるのはニワトコで、出土状

態の検討を通じて酒づくりの可能性も考えら

れています。

大型の種実ではクリ、オニグルミ、トチな

どの堅果類や外来種であるヒョウタンが見つ

かっています。

環 境 食 料



かと考えられています。

北盛土と南盛土の境目付近を中心に、掘立

柱建物も作られました。地面に柱穴を掘るも

のの、竪穴を掘り込んだ形跡や炉が無いため、

高床の建物と推測されています。倉庫、葬制

に関連する施設などの用途が考えられます。

掘立柱建物の中で最も巨大なものは、遺跡

の北西端で見つかった大型掘立柱建物です。

用途としては、神殿、物見やぐら、モニュメ

ントなどの説が唱えられています。クリの木

による６本の柱を長方形に配置した建物で、

確認された柱の太さはそれぞれ約１ｍもあり

ます。柱の間隔（中心から中心）は4.2ｍで

す。その他の建物の柱間隔も検討した結果、

35cmか70cmが長さの単位になっていたので

はないかと考えられています。

縄文時代の木造建築には竪穴住居、掘立柱建物などがあります。

住まいには、地面に円形・楕円形の穴を掘り込んで作った竪穴住居が使われました。三内丸山遺跡ではこれ

までに縄文時代前期から中期の竪穴住居跡が500軒余り見つかっており、平面形や柱の並び方、炉の形態が、

時期によって変化する様子をうかがうことができます。一般的な竪穴住居は直径３～４ｍ、面積12㎡くらいで

すが、各時期１軒くらいの割合で、特別に大きな住居が作られています。それらは大型竪穴住居とよばれてい

ますが、三内丸山遺跡で最大のものは長さが32ｍもあります。集会場や共同作業場などに使われたのではない

建 物集落の変遷集落の変遷 建 物

0 200m

竪穴住居

大型竪穴住居

道路と土坑墓（大人の墓）

盛土

斜面・谷の捨て場

埋設土器（子供の墓）

貯蔵穴

掘立柱建物



木造建築の他に、道路建設のような規模の大きい土木工事も行

われていたようです。

道路跡と考えられる遺構は、集落の中心部から東方向に420ｍ、

南東方向に370ｍ延びるものなどが確認されました。幅５～14ｍ

で平らに地面を削り、地盤が軟弱なところには硬い土が撒
ま

かれま

した。

こういった土木工事で掘り起こされた土は、土器や石器などの

使われなくなった道具とともに、集落内の決まった場所に積み重

ねられました。盛
もり

土
ど

遺構は、こうした行為が繰り返された結果、

周囲より２ｍほど小高い丘となったものです。まだ使える道具や

貴重品なども多く、単なるゴミ捨て場ではなく、土や道具を自然

に戻す儀式を行った結果であったとも考えられます。

三内丸山遺跡では集落内の施設配置に規則性が見られます。道

路の路線が守られ、盛土は道路を避けて造られます。掘立柱建物

群には道路が接続し、道路の両側には大人の墓が並びます。竪穴

住居は大人の墓とは離れた場所にあり、掘立

柱建物や盛土遺構で区画された範囲に作られ

ます。一方、子供の墓は住居の近くに集中し

ます。そしてこのような関係は、およそ千年

間にわたって維持され続けました。

土器と石器は最も代表的な出土品であ

り、ダンボール箱４万箱に及ぶ遺物出土量

の大半を占めます。その量は三内丸山集落

の大きさと継続期間の長さを物語っていま

す。

土器は、口が少し開いたバケツ形をして

おり、円
えん

筒
とう

土
ど

器
き

と呼ばれ、縄文土器の名前

の由来である縄目の模様が付けられていま

す。縄文時代前期のものは、さまざまな種

類の縄を転がしたり、押し付けるなどして

模様がつけられます。中期のものは粘土紐

を貼り付けて模様にしたり、突起がつくも

のが多くなります。土器は主に煮炊きに使

われた深鉢形が多いのですが、皿形や漆が

塗られたものもあります。

石器は、石
せき

鏃
ぞく

などの狩猟具や、石
せき

錐
すい

をは

じめとする各種の加工具・利器、磨製石
せき

斧
ふ

、

木の実などをすりつぶした石皿、祭
さい

祀
し

用品

など種類も豊富です。

ムラの整備 道具1（土器・石器）ムラの整備 道具1（土器・石器）



遺跡内の２箇所の低地からは、前期中葉の有機質の

遺物が出土しています。木製品には用途が明確にわか

るものは少ないのですが、土を掘るための掘り棒や漆

塗りの容器・櫛
くし

などが見つかっています。漆器の他に、

漆器製作に使用する用具やウルシの種子も出土してい

るので、この地で製作が行われたと考えられます。ま

た、小型のカゴも出土し、植物を材料にした容器類も

豊富に使用していたことがわかります。

骨角器では銛
もり

・釣り針・針・錐
きり

・ヘアピンなどが出

土しています。一番数が多いのは針で、長さ・太さ・

針穴の大きさなどで様々な種類があり、用途に応じて

使い分けていたことがわかります。また、動物の肋骨

を使用した針が多いのが三内丸山遺跡の特徴です。

装飾品と呪物
土器や石器などの日常品以外にも装飾品やまつりに

使われたと考えられる遺物がたくさん出土しています。

装飾品には粘土や石でつくられたペンダント

や耳飾り、動物の骨や牙でつくられたヘアピン

やペンダント、赤漆が塗られた竪
たて

櫛
ぐし

などがあり

ます。細い蔓のようなものを用い、２本ずつの

５組にして編んだ組
くみ

紐
ひも

はブレスレットと考えら

れます。たて糸によこ糸を絡めて編んだ編
あん

布
ぎん

の

破片も出土しており、衣類の可能性も考えられ

ています。

まつりに使われたと考

えられる遺物は、土偶、

岩
がん

偶
ぐう

、ミニチュア土器、

三角形土
ど

製
せい

品
ひん

、石棒、石
せっ

冠
かん

、イノシシを模した土

製品、クルミの殻に粘土

を押しつけてつくったと

考えられる土製品、クジ

ラの骨製の刀などがあります。

中でも、土偶は1600点余り出土しており、他遺跡に比べると圧倒的な

出土数です。この時期の土偶は板状の十字型をしていて、顔・胸・ヘソ

が表現されています。多くは破片で出土し、完全な形に復元できるもの

はわずかです。離れた場所から出土した破片が接
せつ

合
ごう

する例もあります。

これらの遺物は盛土から多く出土し、盛土でまつりが行われていたと

考えられます。

装飾品と呪物道具2
（漆・木製品・骨角器）
道具2
（漆・木製品・骨角器）



集落間の交流埋葬の方法

大人の墓は、集落の東部では約420ｍ、南西部で

は約310ｍ、西端部では約40ｍにわたり、それぞれ

道路跡に沿って列状に並んでいます。その多くは楕

円形の墓穴（土
ど

坑
こう

墓
ぼ

）で、上に石が置かれたものや、

土を盛り上げたものもあります。他に、墓穴の周囲

に石を環状に並べたもの（環
かん

状
じょう

配
はい

石
せき

墓
ぼ

）もありま

す。集落の南西部の墓列内では、約210ｍにもわた

って環状配石墓が列状に並んでいます。また、中か

らヒスイ製の装身具や石
せき

鏃
ぞく

などの石器や、赤色顔料

が見つかった墓もあります。

子供の墓は、北盛
もり

土
ど

と北の谷に隣接した集落の北

東側でたくさん見つかっています。日常生活で使用

された土器の底に穴をあけ、棺に用いました。中に

は大人の墓と同じように石器が入れられたもののほ

か、拳大の石が入れられたものもあります。

日常生活に必要な道具の多くは、土器をはじめとして周辺の材料を使用して、集落内で作られました。しかし、

中には産地が遠くであったり、理化学的な分析により、離れた地域から運ばれてきたと推定できるものがあります。

代表的なものがヒスイと黒曜石です。

ヒスイは縄文時代の人々に愛好されましたが、三内丸山遺跡のある本州北部から北海道南部の遺跡から多く出土

しています。約500㎞離れた新潟県糸
いと

魚
い

川
がわ

市周辺のものが使用され、大
たい

珠
しゅ

などの完成品のほかに原石、加工途中の

ものも出土しており、遺跡内で加工が行なわれたようです。黒曜石は各地の産地のものが使用され、北海道や約

580㎞離れた長野県産のものも含まれていました。

他にも石
せき

鏃
ぞく

を矢に固定するために使用されたアスファルト、コハクなど100～200㎞圏内のものが運ばれています。

そして、魚などの食料、製作に専門的な技術が必要な漆製品などさまざまなものが流通し、人が交流し、情報や技

術が交換されていたと考えられます。

集落間の交流埋葬の方法



縄文時代とは縄文時代とは
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